
事例２ 統合的・発展的に考察する力を育成する指導事例 

 

１ 単元名 平面図形 

 

２ 単元について 

  この単元から、中学校での図形についての学習が始まる。身の回りにある様々なものを、その

「形」、「大きさ」、「位置関係」という観点から捉えたものが図形である。それについて論理

的に考察し表現できるようにすることが図形指導のねらいの一つである。 

  小学校においても、そのねらいに応じて、図形の学習が操作的な活動や直観的な取り扱いを中

心として進められてきた。 

  中学校では、観察、操作や実験などの活動を通して、さらに図形についての基礎的な概念や性

質についての理解を深め、それらを考察する過程を通して論理的な見方や考え方を養っていくこ

とが求められている。 

 

３ 単元の目標 

⑴ 平面図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に

捉えたり、数学的に解釈したり、 数学的に表現・処理したりすることができる。 

                                   〈知識及び技能〉 

 ⑵ 図形の構成要素や構成の仕方に着目し、図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察す

ることができる。                    〈思考力、判断力、表現力等〉 

   ⑶ 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそう

とする態度、問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度、多面的に捉え考えようと

する態度を身に付ける。                 〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①図形についての基礎になる

ことがらを理解することが

できる。 

②平行移動、対称移動及び回

転移動について理解するこ

とができる。 

③角の二等分線、線分の垂直

二等分線、垂線などの基本

的な作図の方法を理解する

ことができる。 

④おうぎ形の弧の長さと面積

を求めることができる。 

①図形の移動に着目し、二つ

の図形の関係について考察

し表現することができる。 

②図形の性質に着目し、基本

的な作図の方法を考察し表

現することができる。 

③図形の移動や基本的な作図

を具体的な場面で活用する

ことができる。 

①平面図形の性質や関係を捉

えることのよさに気付いて

粘り強く考え、平面図形に

ついて学んだことを生活や

学習に生かそうとする。 

②作図や図形の移動を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしてい

る。 

 

 

〇学年    第１学年 

〇主な領域  Ｂ 図形 

〇事例のポイント 

 ①生徒が課題の共通点を見いだして捉え直したり、考察の範囲を広げたりして、統合的・発展

的に考察できるようにする。 

 ②ＩＣＴ端末を活用し、生徒が問題場面と図を関連付けて考えることを通して、統合的・発展

的に考察するための視点をもつことができるようにする。 



５ 指導と評価の計画 

時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） 

・指導に生かす評価 ○記録に残す評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

・地図などで場所を特定する

場面で、与えられた情報か

ら、場所を特定する方法を

考える。 

・直線・線分・半直線、２点

間の距離の意味について、

理解する。 

・知① 

（行動観察） 

（ノート） 

 

  

２ 

・角、垂直な２直線、平行な

２直線、点と直線との距離

についての意味と表し方に

ついて、理解する。 

・知① 

（行動観察） 

（ノート） 

 

  

３ 

・平行な２直線間の距離の意

味、三角形の表し方につい

て、理解する。 

○知① 

（行動観察） 

（ノート） 

  

４ 

・折り紙を折って切ることで

できたいくつかの合同な図

形で、一方の図形が他方の

図形に重なるときに、どの

ように動いたとみることが

できるかを考える。 

・平行移動の意味とその性質

について理解する。 

・知② 

（行動観察） 

（ノート） 

 

 

 

 

 

・態① 

（行動観察） 

（ノート） 

 

 

 

 

５ 

・回転移動・対称移動の意味

とその性質について理解す

る。 

○知② 

（行動観察） 

（ノート） 

・思① 

（行動観察） 

（ノート） 

 

６ 

・図形を移動した様子から、

どのような移動を組み合わ

せているかを説明する。 

 ○思① 

（行動観察） 

（ノート） 

○態① 

（振り返りシー

ト） 

７ 

・図形の対称性や図形を決定

する要素に着目して、線分

の垂直二等分線の作図を統

合的に捉え、作図の方法に

ついて理解する。 

・知③ 

（行動観察） 

（ノート） 

 

・思② 

（行動観察） 

（ノート） 

 

 

８ 

・図形の対称性や図形を決定

する要素に着目して、角の

二等分線の作図を統合的に

捉え、作図の方法について

理解する。 

・知③ 

（行動観察） 

（ノート） 

 

・思② 

（行動観察） 

（ノート） 

 

 

９ 

・図形の対称性や図形を決定

する要素に着目して、垂線

の垂直二等分線の作図を統

合的に捉え、作図の方法に

ついて理解する。 

○知③ 

（小テスト） 

 

○思② 

（行動観察） 

（ノート） 

 

 



⑩ 

本

時 

・具体的な場面で、垂直二等

分線の作図を利用して、問

題を解決する。 

 

 

・思③ 

（行動観察） 

（ノート） 

 

11 

・具体的な場面で、垂線、角

の二等分線の作図を利用し

て、問題を解決する。 

 ○思③ 

（行動観察） 

（ノート） 

・態② 

（行動観察） 

（ノート） 

 

12 

・ケーキを５等分できる道具

のしくみを考える。 

・円の弧と弦・弧に対する中

心角の意味について、理解

する。 

・知④ 

（行動観察） 

（ノート） 

 

 ・態① 

（行動観察） 

（ノート） 

 

13 

・接線・接点・おうぎ形とお

うぎ形の中心角の意味、等

しい中心角に対するおうぎ

形の弧の長さや面積の関係

について、理解する。 

・知④ 

（行動観察） 

（ノート） 

 

  

 

14 

・πの意味とπを使った円の

周の長さと面積の求め方に

ついて、理解する。 

・知④ 

（行動観察） 

（ノート） 

  

15 

・おうぎ形の弧の長さと面積

の求め方について、理解す

る。 

・知④ 

（行動観察） 

（ノート） 

  

16 

・おうぎ形の中心角の求め方

について、理解する。 
○知④ 

（行動観察） 

（ノート） 

  

17 

・学習内容の定着を確認する。 

（評価テスト） 

 ○思①～③ 

（小テスト） 

○態①② 

（振り返りシー

ト） 

 

６ 本時について（本時 10/17時） 

 ⑴ 本時の目標 

・具体的な場面で、垂直二等分線の作図を利用して、問題を解決することができる。 

<思考力、判断力、表現力等> 

 

 ⑵ 展開 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される生徒の反応（・） 

評価規準（◇） 

支援（⇒） 

指導上の留意点（○） 

時

間 

１ 既習事項を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

◎家から学校まで行くのに、点

線と太線、どちらが近いです

か。 

・太線 

 

 

 

 

○PowerPoint のアニメ

ーションを提示する。 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント② 
ＩＣＴ端末を活用し、短時間で、垂直二
等分線の性質と作図の仕方を復習する。 

 編 P64 指導計画 
作成の留意事項⑴ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題を設定する。 

 

３ 垂直二等分線を利用し

て、課題を解決する。 

 

課題①－１ 

（課題①－２の見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎点と点の距離とは何ですか。 

・線分 

・最短距離 

 

◎病院（Ｘ）と郵便局（Ｙ）か

らの距離が等しいところは

どこですか。 

・点Ａ、点Ｃ、点Ｄ 

 

◎他に、病院（Ｘ）と郵便局（Ｙ）

からの距離が等しいところ

はどこですか。 

・点Ａ、点Ｃ、点Ｄを結んだ直

線上 

 

 

 

 

 

◎点Ｘ、Ｙを結んだ線分と点

Ａ、点Ｃ、点Ｄを結んだ直線

の関係は何ですか。 

・線分ＸＹの垂直二等分線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎道沿いにあって、図書館（Ｘ）

と公園（Ｙ）からの距離が等

しいところに家を建てたい。

Ａ～Ｃのどこに家を建てれ

ばよいですか。 

・長さを測り、Ｂの場所 

 ＡＸ＜ＡＹ 

ＢＸ＝ＢＹ 

ＣＸ＞ＣＹ 

 

 

 

 

 

○点と点の距離とは、最

短距離であり、線分で

あることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２点からの距離が等

しい点の集まりは、垂

直二等分線であるこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○PowerPoint のアニメ

ーションを提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント② 

ＩＣＴ端末を活用し、課題①－１と図を関連

付けて考察の視点をもてるようにする。 

 編 P64 指導計画 
作成の留意事項⑴ 

課題 ２つの点から等しい距離にある点を探しましょう。 



課題①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②－１ 

（課題②－２の見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎直線ℓ上にあって、２点Ｘ、

Ｙからの距離が等しい点Ｐ

を、作図によって求めなさ

い。 

・線分ＸＹの垂直二等分線上

にある点でもあり、直線ℓの

点でもある点 

・線分ＸＹの垂直二等分線と

直線ℓとの交点 

 

 

 

 

 

 

◎八百屋（Ｌ）、理髪店（Ｍ）、

花屋（Ｎ）の３つの店からの

距離が等しいところに家を

建てたい。Ａ～Ｃのどこに家

を建てればよいですか。 

 

 

 

 

 

・長さを測り、Ａの場所 

 ＡＬ＝ＡＮ＝ＡＭ 

 ＢＬ＝ＢＮ＜ＢＭ 

 ＣＬ＞ＣＮ＝ＣＭ 

 

 

 

◎３点Ｌ、Ｍ、Ｎからの距離が

等しい点Ｙを作図しなさい。 

・線分ＬＭの垂直二等分線上

にある点でもあり、線分Ｍ

Ｎの垂直二等分線上の点で

もある点を作図 

・線分ＬＭの垂直二等分線と

線分ＭＮの垂直二等分線と

の交点を作図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇垂直二等分線の作図

を利用して、問題を解

決することができた

か。 

【思・判・表③】 

（行動観察） 

（ノート） 

⇒２点からの距離が等

しい点の集まりは、ど

んな線上になるのか

に着目させる。 

 

 

 

 

○PowerPoint のアニメ

ーションを提示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇課題①を発展させて、

問題を解決すること

ができたか。 

【思・判・表③】 

（行動観察） 

（ノート） 

⇒線分ＬＭの垂直二等

分線と、線分ＭＮの垂

直二等分線上にある

点に着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント① 

課題①の考察の範囲を広げて、発展的に考察する。 

事例のポイント② 

ＩＣＴ端末を活用し、課題②－１と図を関連付

けて考察の視点をもてるようにする。 

 編 P64 指導計画 
作成の留意事項⑴ 



課題③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 課題③について、グルー

プで話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

６ 本時の学習の振り返りを

する。 

 

◎次の円の中心を作図しなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・円周上の点と円の中心との

距離は、等しい 

・円周上の２点（点Ｌ、点Ｍ）

からの距離が等しいところ 

→線分ＬＭの垂直二等分線上

にある点 

 

・円周上の３点（点Ｌ、点Ｍ、

点Ｎ）からの距離が等しいと

ころ 

→線分ＬＭの垂直二等分線上

にある点でもあり、線分ＭＮ

の垂直二等分線上の点でも

ある点 

→２つの垂直二等分線の交点 

→課題②と同じ考えでできる 

 

・円周上の４点からの距離が

等しいところ 

→２つの垂直二等分線の交点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今日の学習の振り返りを、ノ

ートに書きましょう。 

・前の問題を利用して、新しい

問題を解決できた 

◇課題②を統合させて、

問題を解決すること

ができたか。 

【思・判・表③】 

（行動観察） 

（ノート） 

⇒円周上の点と円の中

心の関係に着目させ

る。 

 課題②の３点からの

距離が等しい点に着

目させる。 

円周上に３点をとっ

て、考えさせる。 

 

○問題解決の仕方を共

有させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○なぜ、課題②と同じ考

えでできるのかを振

り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○何人かに発表させる。 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

事例のポイント① 

課題②との共通点を見いだして捉え直し、統合的に考察する。 

まとめ 

垂直二等分線の作図を利用して、問題を解決する

ことができる。 

 編 P64 指導計画 
作成の留意事項⑵ 



・課題②と課題③は、同じよう

にすれば解決できた 

・作図を利用した問題はどんな

ものがあるのか 

 

７ 考察 

「学習活動１ 既習事項を確認する」の場面では、『点と点の距離＝線分』、『２点からの距離

が等しい点の集まり＝垂直二等分線』であることを、ＩＣＴ端末を活用することにより、短時間

で、視覚的に、容易に確認することができた。【事例のポイント②】 

「学習活動２ 垂直二等分線を利用して、課題を解決する」の場面では、３つの課題で構成さ

れ、スモール・ステップになっている。課題①では、『垂直二等分線とすでにある直線との交点』、

課題②では、『２つの垂直二等分線の交点』、課題③では、課題②を捉え直すことにより、解決す

ることができた。【事例のポイント①】また、見通しの課題（具体的な日常生活における地図）か

ら作図（抽象的な数学における平面）という課題設定をすることやＩＣＴ端末を活用することで、

生徒は主体的に粘り強く、課題に取り組むことができた。【事例のポイント②】 

「学習活動３ 課題③について、グループで話し合う」の場面では、『３点（点Ｌ、点Ｍ、点

Ｎ）からの距離が等しい点と３点を通る円の中心が同じであること』を柱として、話し合いをさ

せた。【事例のポイント①】 

「学習活動４ 本時のまとめをする」の場面では、本時の課題に正対したまとめ（垂直二等分

線の作図を利用することで、問題を解決できる）をした。 

「学習活動５ 本時の学習の振り返りをする」の場面では、垂直二等分線の作図のよさや課題

を統合・発展させることで、問題を解決できることなどの生徒の振り返りを発表させた。【事例

のポイント②】 

 

８ その他 

  学校の実態に応じて、課題①と課題②をつなぐ課題を加え、２時間扱いにして授業を展開する

ことも考えられる。 

⑴ 課題①’－１ 

  ◎パン屋（Ｐ）とケーキ屋（Ｑ）からの距離が等し 

   く、さらに、電気屋（Ｒ）と自転車屋（Ｓ）から 

   の距離が等しいところに家を建てたい。 

  Ａ～Ｃのどこに家を建てればよいか。 

 

  ・長さを測り、点Ｃ 

   ＡＰ＜ＡＱ、ＡＲ＝ＡＳ 

   ＢＰ＝ＢＱ、ＢＲ＜ＢＳ 

   ＣＰ＝ＣＱ、ＣＲ＝ＣＳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 課題①’－２ 

 ◎２点Ｐ、Ｑからの距離が等しく、さらに、２点Ｒ、 

  Ｓからの距離が等しい点Ｘを作図しなさい。 

 

 ・線分ＰＱの垂直二等分線上にある点でもあり、線 

  分ＲＳの垂直二等分線上の点でもある点 

 ・線分ＰＱの垂直二等分線と線分ＲＳの垂直二等分 

  線との交点 

 


